
マ八千代市国際交流協会二九

[くりっピ一] 

TJCの皆さん

ようこそ八千代市へ
タイラー・ジュニア・カレッジの皆さんが平成23年 6月2日，

東京成徳大学八千代キャンパスを訪れました。火山災の後にも

かかわらず，親日家のノア・マイルズ教J立が IJ~，:の状況を説明

し学 生  7名とともに訪日したものですo ~Iél 際斤 lIE 文化学科の

服武マーガレット准教授が中心になり，双方の学生がプレゼン

テーションを行うなどP 質疑応答や意見交換などで交流会は大

いに盛り上がりました。 

V豊田俊郎市長と周郷紀男会長を囲み，記念写真を撮る TJCの皆さん
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五文化交流センターって何?|

外国人居住者への情報発信.相談対応.地域交流の場として八千代市では，平成~年1

fD]月 1 日に八千代市多文化交流センターを開館させました。今回 I~. rクりッピー」の編l
集責任者・瀬下和正さんが多文化交流センターを訪ね.開館したいきさつ，利用状況や今l
後の課題拡どを国際推進室長の堀谷修さんに伺いました。

開館したいきさつは?

瀬下 今日はお忙しいところあり が

とうございます。昨年の10月� 1日に

この八千代市多文化交流センタ ーが

村上団地の中に開館した訳ですが，

開館したいきさつについてお伺いし

たいと思います。

堀谷 この多文化交流セン ターです 堀谷国際推進室長

が， 平成� 2年に出入国管理及び難民

世まで3日系� り，認定法の改正があ

が日本で就労可能とな りました。こ

のことが背景となり ，平成18年� 3月，

総務省が「地域における多文化共生

推進プラン」を策定し 各自治体に

対して多文化共生に関し計画的かっ 瀬下編集責任者

総合的推進の呼びかけをしました。これを受け八千代

市では，平成22年3月に八千代市多文化共生プラン策

定懇談会委員の皆様の協力を得て，r八千代市多文化

共生プラン」を策定しました。このプランの期間は平

成22年から平成26年の� 5年間で，その内容としてコ

ミュニケーション支援，生活支援， 多文化共生の地域

づくり，国際感覚あふれる魅力あるまちづくりを柱に

しております。 また，平成20年度に市議会に対し，外

国人相談窓口を作ってほしいという陳情があ か同時

に市議会の一般質問の中でも同様の提案があ りまし

た。これを受け， 市の方で検討-した結果，外国人の密

度が濃い村上団地の中に，空いている庖舗があり まし

たので.これを修繕 してオープンの運びとなりました。

使われ方はどのような?

瀬下 この施設はどのような使われ方を しているので

すか?

堀谷 一番多いのが外国人からの十11訟で、すO 通訳と し

てペル一人の国吉さんとブラジル人のi}tJJ;(さんが交替

で勤務 し� 2人ともポルトガル語，スペイン計i，英語，

日本語を話すことができます。このほか垣間の方に

は， 市役所の市民税課や健康づくり 課などから翻訳の

依頼が度々あります。また， 今年2月まで交流室では，

日本国際協力センターが実施した 「日系人就労準備砂|

修Jなどが行われていました。

瀬下 外国人相談で、は，どういう相談が一番多かった

でしょうか。

堀谷� 1年間の相談件数一覧表がありますが， 一番多

かったのは，行政や学校 銀行などから叩く� Jj頒等の

「通訳 ・翻訳jで83件です。次が「暮らしjで52件で

す。次が 「在留手続き� Jで38!11ーです。後は「日本語学

習 Jí教育」の JII~l に なっています。 「息子 が警察に捕ま っ

たのでどうした らいいのでしょうか」とい う外国人の

お母さんからの相談や 「犬の飼育と漏水の対応につ

いて」と いう村上団地管理サービス� 'Jf務所から外国人

の方に対する翻訳依頼など生活に密着した案件が何件

かありました。

瀬下 外国人の方にとって生活をしてい く上で，ここ

にいる相談員の方が手助け してくれることが何より 嬉

しいと思いますし 多立語で、やられていることに大変

心強く思いま した。

今後の使われ方は?

瀬下 今後の使われ方ですが，どのようなことをお考

えかお聞かせください。

堀谷 まず，こ この交流室をどうやっ て使っていくか

という問題があります。 国際交流協会の方にも協力を

いただいておりますが， 例えば，同じ ような年齢の赤

ちゃんを持つお母さんに集まって もらい交流をしても

らう ，あるいはどなたでも気軽に来てもらい，ここで

日本語が勉強できるような施設になればいいと思いま
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す。また，外国人の方々に学校の子どもたちを通して

アンケー ト調査を実施しそれによって外国人の方が

どのような要望があるかを把握 したいと考えていま

す。以前アンケート調査をした時は村上団地だけでし

たが，今度は市全体で実施 したい と思っています。ま

た，施設がちょっと狭いので難しい面もあると思いま

すが，将来は千葉市の「国際交流プラザ」のような形

で運営が出来ればいいのではないかと 思っています。

行政と協会側が連絡を密にして

瀬下 私ども国際交流協会↑~J J としては ， 日本語指導の

先生方が多数おられますし海外経験を持つ人もおら

れますので，多文化共生の援助に生かすということを

企相談に来た市民の方

.1
 年間の相談件数
していきたいと考えております。それと行政と国際交

流協会が連絡を密にして，情報交換をしていけたら良

い推進のアイデアが生まれるのではと思っております。

堀谷 外閏人の方の支援にはいろいろありますけど，

この方が何を望んでいるのか，それを探りながら，例

えば相談窓口もそうなんですが，どういう相談が一番

多いのか，何を望んで、いるのかを聞き出して，こうい

う問題がありますけどどうでしょうか， と協会側に相

談をして出来るも のからやっていく， というような7杉

になろうかと思います。

瀬下 本日はいろいろ とお聞かせいただき，ありがと

うございました。とにか く，外国の方が日本でお生活を

していくには，大変な努力と周りの日本人の温かい援

助が必要です。八千代市もこの多文化交流センターを

設けた訳ですので，このセンタ ーを中心に「互いの文

化を認め合い，誰もが住みやすい街づくり 」をモッ トー

に.多文化共生プランを推進していただきたいと思い

ます。 (二橋仲一郎)

活躍する通訳。左

が国吉さん，右が

梶原さん� 

区分 項目 前期 後期 合計� 

住まい・ヲ|つ越し� 9 2 1 1 

暮らし� 

在留手続き� 

37 

23 

15 

15 

52 

38 

結婚・離婚� O 

税金� 12 6 18 

医療・健康 フ� 3 10 

福祉・� DV 2 O 2 

内容別
労働� 15 4 19 

出産 ・育児� 4 2 6 

教育� 18 3 21 

日本語学習� 19 9 28 

交通・事故� 10 1 1 

観光・イベント� 

通訳・ 翻訳� 

2 

47 36 

3 

83 

その他� 22 41 63 

計� 228 138 366 

言語別

スペイン語� 132 60 192 

ポルトガル語� 64 39 103 

英語� 5 3 8 

中国語� 2 O 2 

日本語� 3 15 18 

198 1 13 31 1 

8 4 12 

窓口� 181 1 1 1 292 
手段別

4第6回インターナ 電話� 25 6 31 

ショナルデイでは� 
4言語で多文化交 計� 206 1 17 323 

流センターのPR
をしました ※前期=平成� 22年10月1日~平成23年3月31日

後期=平成� 23年4月1日~平成23年9月30日

※相談者数� |ま前期が231人，後期が� 147人

※交流室利用者数は前期が� 475人，後期が� 23人

※見学・その他利用者数は前期が� 185人，後期が� 126人� 
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第5回サパイパル日本語講座in八千代

期待以上の学習成果。多い来年度の講座要望
 

8月23日(火)から25日(木)の� 3日間，村上公民

館で最多となる30名の生徒(ナイジエリアから休暇で

来た� 3名も参加)が参加して開催されました。 「アミー

ゴ」教室の生徒に加えて，八千代台地区日本語教室及

び、村上地区小学校� 3校の日本語担当教師による保護者

への案内，生徒を小学校に集合して会場まで引率する

など，学校との連携も深ま った成果でした。

学習は� 3グループに分かれて「日本語で友だち作り」� 

V絵日記の読み聞かせも学習しました

「漢字に親しむJIスピーチで自己表現」を各 目標に

して，ゲームも入れた楽 しい日本語学習となりました。

初日の参加者相互が知り 合う学習に続き，� 2日目に八

千代市少年自然の家にパスで行き，一日を過ごしまし

た。消防署による地震対策の話，消火器を使った消火

訓練にと身近な事例による防災学習をしました。自然

と親しむビンゴゲーム，プラネタリウムでの八千代で

見える星座の学習は，生徒の興味を呼びました。体育

室を使って毎回支援している八千代リーダーズクラブ

の中学克校生による指導で，大学 ~Iご とボランティア

も入り混じりダンスやゲームのA励で汗を流しまし

た。池で見つけたかわいいカエルを大切に家に持ち帰

には，海I~ 113 Iり，絵日記に書いた生徒もいましたの� 

外の童話の読み聞かせの後， 夏休みの1'1¥米'Jiや講座に

ついての思い出を日記にまとめました。ボランテイア

との対話をしながらの絵日記作りとなり，心なごむ記

録となりました。スピーチ原稿では，取� 11本大震災や

原子力発電所の課題，将来の夢などについて各人が明

快な意見を述べました。各グループでJCj.えしたものを

作品集としてまとめ，� CDにした写真集と共に保護者

にも配布して生徒の様子を伝えました。

-
受
講
生
が
書
い
た
絵
日
記

なつやすみのことでした。パパとえいちゃんとママとももちゃん

とうみにいきました。かえりにうみで.ひかげをつくる。かさとベッ

トボトルとく っとタ オルがながされました。ク ーラーボックスはお

もかったので，ながされませんでした。ママのくつはえいちゃんが

とってきてくれました。ほかのはみんなでひろいました。あらって

もってかえりました。うみがすなのところまできていたのがふしぎ

で し た。(ももかちゃん・幼稚園児5歳・ペルー)� 

きのうのことでした。 カミナリがなりました。� 1かいだけいなず

まをみました。ひかっ ていました。こ わくてびっくりしました。さ

いしょの� 1かいめのおとはちいさかったのに，だんだんおおきく な

りました。こわかったけどがまんしました。

(じゅんちゃん ・小学� l年生� 6歳 ・ブラジル)

ちょっとまえのことでしたO 東小学校からかまきりをつかまえま

した。 っかまえてうれしかったです。たべものはぱったとくも です。

でもつかまえたかまきりはかわいそうだからにがしてやりました。

そして食べさせてやりました。ギザギザのてでむしゃむしャ食べお

わったらてをきれいにしました。すごいなとおもいました。

(高橋憲二くん・小学2年生� 7歳・フィリピン)

《原文のまま掲載。順不同}
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当初難しい学習 となるかと危ぐしましたが，各ボラ

八千代へょうこそンティアのお蔭で期待以上の学習成果をあげ， 生徒た

ちから来年も是非やってほしいとの要望をもらえた講
市内では 6人の外国語指導助手� (ALT)が中

学校で英語を教えています。� 

人の方をご紹介します。

座 となりました。各日本語教室のボ、ランティアに加え

て，村上地区小学校の先生.2年目の東京成徳大学生，
9月から着任した� 4

八千代リーダーズクラブ， 警察，県関係者など� 3日間

で70名に及ぶボランティア参加を得て，各生徒を個別
日本の音楽が好き

この春に大学を卒業。専攻は歴史

で¥特にアジア史について学んでき

に担当する学習支援をしてもらえました。生徒たちに

とって多くの友だち作りと日本語学習，更に自己表現

する力を身に付けるなど， 多くの成果を得ることがで
ました。日本に興味を持ったのは，

日本の音楽が切っ掛け。歌詞を覚え
-'~，~ .ヘイリ ー・

きました。 (鈴木正俊) 

ながら独学で日本語の勉強をしまし

た。カラオケが大好きで「好きなア一米国タイラー
ワリスさん/v少年自然の家で|まプラネタリウムを見たり，消火訓練や地震

対策の学習など有意義な時聞を週ごしました。
テイストは，バンプ ・オブ ・チキン。市

スピッツも良く聴きますJとにっこ

いろいろな国の文化に興味があ

・ジェシカ ・

日本語スピーチ大会，
今年度も� 1月28日(土)に開催!

カリフ ォルニアで日系� 4世として
日本語指導ボランティア古li会では.八千代rIi内各地

域のけ本語教室でボランテイアによる 日本語指導活動
日本語を勉強しま

を民間しており，現在� 9教室で� 8*語学背を必要とす
した。ディズニーランドが大好きで¥

.リネイ ・タる外国人.9G m:~~;に対し支援を行っており ま す
カタさん/米その支援活動の ー・環として. スピーチを通じたレベ

ルアップを凶るため� [日本語スピーチ大会Jを開催し

ており.前年度は今年� 2月初めに行われ. 日ごろの勉

強の成栄を披蕗しましたc 大会は毎回アット ホームな

本|痢気のqlでね・われ.大会後のささやかな茶話会を通

じ異なる教家の生徒 ・家族聞の珂解が一府深ま って

おり ますご今年度は平成24年� 1IJ28日(土)午前101時
パンク ーパ一生まれのカルガリー

から八千代台東南公共センタ ーで第� 5同日の大会を開

催する予定で・す。スピーチをする方.応援の方.観覧

ご希望の方はぜひ.ご参加くださ� L、o (江川典.)

-新しい情報はホームページでどうぞ。|目
アドレスは次のとおりです。� I 

http://www.ia-kokusai2006.com|目
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一=一

一一一一一一一一ー
ー一一一

l
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=一 一

り。八千代の子どもたちにも，ほかの国に興味を

持ってもらえるように頑張り ます。

子どもたちと一緒に学びたい

か大学:のプログラムで中国とトル

コに行きました。今回ALTに応募

したのは，大学の教授の勧めが切っ

掛けです。両親が横須賀に住んでいブライアン卜

たこともあり，親しみを持っていまさん/米国タ

す。趣味は読書 と旅行。フルーツが イラー市

好きで初めて食べた八千代の梨は

「おいしい」と慣れない日本語で。子どもたちに

英語を教えながら 自分自身も勉強してい きます。

伝統や文化を肌で感じたい

生まれました。日本の文化のことを

知りたいと思い，

地元カリフォルニアではダンサーと

して働いた経験も。浦安のディズ国カリフォル

ニーランドにイ可回も行ったことカtあニア州

ります。 日本で、伝統や文化に触れな

がら子どもたちと一緒に楽しみたいです。

英語に興昧が持てるように

育ち。趣味は旅行。お寺や神社など

伝統のある建造物に興味がありま ぷ

一一
子どもたちに伝え，みんなにいろい

ろと旅をして欲しいと考えていま ナダ・カルガ

一一一一一一一一一一一
ムを取り入れながら.英語への興味

を引き出せるような授業にしたいと思ってます。
一

す。これまで見てきた世界のことを 晶、‘ 一
・ン工一一・
タムさん/カ

す。カナダの文化を紹介したり ，ゲーリ 一市

http://www.ia-kokusai2006.com|目
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第6回インターナショナルデイ

多文化共生の推進を目的に開催
 
2011年9月11日(日)午後� l時より村上にあるフル

ルガーデン噴水広場で¥八千代市国際交流協会主催に

よる第� 6回インターナショナルデイ「八千代で世界と

出会おう」が開催されました。市内には約� 4千人の外

国人が住み，多文化を認め合う多文化共生の時代に

入ったと言えます。

今年� 3月に発生した東日本大震災の影響で，市内で

は計画停電等の問題が発生したため.開催が心配され

た時期がありましたが.無事に開催することができま

した。このイベントは，市内に在住する外国人登録者

に楽しく，有意義に交流する場を提供し，外国人を含

めた地域のネットワークづくりの一助となることを目

的に実施しています。

国際交流協会が発足して� 6年が経過しインターナ

ショナルデイは毎年秋に開催され，今年で� 6回目にな

ります。舞台周りの展示ブースでは，村上に昨年10月

に開設された多文化交流センターの紹介，市内に在住

する外国人登録者の母国の紹介，姉妹都市タイラー市

との交流写真，東京成徳大学の紹介が行われました。

また，ブラジルコー

ヒーやスイーツが試

食用として提供され

ました。

開会のあいさつで

は，豊田市長より震

災の発生に際し，姉

妹都市・米国タイ

ラー市，友好都市・

タイ王国バンコク都

よりお見舞いの手紙 企今年もシキ一二ヨさん

を受け取ったことに が歌と演奏を披露� 

v東京成徳大学・国際言語文化学科の皆さん

対して謝辞が述べられ，ふだんから国際交流の必要性

が大切とのお話しがありました。

舞台で最初の出演者は，昨年に引き続きビッグバン

ド・ジャズ演奏の習志野スウイング・ソサエテイ� フO

ルバンド体制で迫力のあるジャズサウンドが聴けまし

た。習志野市を中心に活躍しているバンドですが，楽

員に市内在住者がおり，多くの友人が聴きに来ていま

した。次は東京成徳大学・国際言語文化学科，李允希

(イユニ)教授，水谷清佳講師と学生による韓国伝統

衣装の着付けが披露されました。 ドラマでしか見られ

ない嫌々な衣装を舞台上で実際に着付けをしました。

李教授より衣裳や習慣に関する説明があり，韓国文化

を知る良い機会になりました。最後は浅草のサンパ・

カーニパルに出演している浦安のサンパチーム，エス

トランジェイロスによるサンノくダンスとブラジル人司大

手シキーニョさんによる歌が大いに舞台を盛り上げま

した。サンパダンスでは 大勢の子どもたちゃ踊りの

得意な大人が飛び入りしての大熱演は観客を魅了し

最高潮に達して無事終了しました。(瀬下和正)

企習志野スウイング-ソサヱティの皆さん� 

vサンパチーム・工ストランジーエイロスの皆さん
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恒例の語学研修旅行と

語学研修会を開催
南関東では紅葉にはやや早い平成23年10月28日.� 29 

日の� 2日間にわたり ，恒例となった語学ボランテイア

部会の語学研修旅行を実施しました。

さて，今回は鎌倉，湯河原，横浜・三渓困・中華街

を訪問しました。参加者は英語指導助手� (AL T)か

らジェイミー，へイリー， ジェシカ先生及び英和高校

のレイ先生の� 4名と部会メンバーの11名計15名で、した。

旅の出発時から当部会の小島さんによる英語の観光

案内をしていただき大変助かりました。そして，語学

研修ですが，車中での外国人の先生との英会話，また

途中の観光地での英語の説明，更に宿泊先で日本人も

含め英語による全員の� 5分間スピーチを行い， リスニ

ングと表現力の有意義な訓練とな りました。

翌日の三渓園では，英語によるガイドさんの説明で

古い日本建築と茶道の説明， また，美しい日本庭園を

案内してもらい，外国人の先生方も日本文化の良い勉

強になったことと思います。

=渓園の後は中華街に移動し，おいしい中華料理の

ランチを堪能しました。昼食後，中華街の散策をし，

日本の中の中国文化も楽しめたと思います。

短い� 2日間でしたが，語学ボランティアの皆様と� A 

LTの先生方とも 国際交流を深め，また語学の向上に

なったと思いつつ，この旅行の報告といたします。

また， 当部会が主催する英語の語学研修会が平成� 23

年11月12日(土)に八千代市福祉センターで、行われま

した。講師は，八千代市在住でカナダ出身のタキ・マ

フムデイさん。研修会の参加者24名を加え，総勢25名

の英語研修会になりました。タキ・マフムデイさんは

中央アジア生まれで，市内の日本語教室の生徒さん。

研修会ではアラピヤ語，カナ ダの国民性の話など多文

化の話題で盛り 上がり ました。講義のあと は参加者が

英語で自己紹介。英語学習の有意義な一日でした。

参加者から次の ような感想、が寄せられました。「大

変勉強になりました。これを機会にリスニングとス

ピーキ ングの習得に努めます� J I素晴ら しい研修会で

した。これからも積極的にこの研修会に参加しますJ。
皆さまのご要望により 来年も継続して開催する予定

です。 (喜田茂・河合晴子)

企イケメンつの鎌倉大仏様の前で記念撮影� 

...25名が参加した語学研修会� 

231
年度予算の概要は
次のとおり� 

八千代市国際交流協会の平成23年

度予算が平成� 23年5月22日に行われ

た総会で決まりました。その概要は

次のとおりです。

回収入 単位 円

干| 日 金納l
一l 会費収入� 1 会費収入� 674.000 

2 補助金� I 補助金� 1.600.000 

3.繰越金 1. 繰越金� 135創� 4 

4 雑収入� 1 雑収入� 356 
d口s、 計� 2.410.000 

.支出 単位円

平十� bl 金縦�  J向 決。� 

i 事業費� 

1.090. 000 
l. {ンターナショナ� H-

300.000 
謝金� 150.000 出演者-協力者謝金

需要n 120 .000 ポスター制作・事務用品など

役務'此� 30.000 イベン卜告知など� 

3 広報Ilr業費

180.000 
市契約� 130.000 広報紙� rc1iPJ印1111J 
委託料� 50.000 HP制作委託料� 

4 1;音会事業費

610.000 
部会事業費� 610.000 国際姉妹都市部会. 日本語指導ボ� 

ランテイア部会.語学ボランティ

ア部会，国際交流推進部会� 

2 事務費� 

1.190白� 000 

3 予備資� 

130.000 

l 事務費

1.190.000 

l 予備資

130.000 

需要費� 100.000 事務用品 ・会議用茶菓代� 

役務'lt 
備品購入資� 

200.000 会議通知 ・資料送付・ 電話代等

50.000 
人件 ~ 770.000 中務I隊員給与・労災

研修費� 30.000 研修参加資補助

負t日金; 10.000 千葉県困際交流センター凶体会炎

J
( 

交際資� 

予備� 1
30.000 
130.000 

ぷE3A 2.410.000 
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平成24年度タイラー市
|訪問者を募集します
 
姉妹都市 タイラー市。早いもので平成� 4年� 5月に姉

妹都市提携をしてから20年がたとうとしています。前

回平成22年� 7月， タイ ラ一市の皆さんが八千代市を訪

問した際，� I姉妹都市提携20周年記念をタイラー市で

行いましょう」と の提案がタイラー市長からありまし

V前回の訪問団(平成20年� た。

10月15日か523日まで) 八千代市 としては，平成� 

24年10月ごろ訪問したい旨

は伝えでありますが， まだ

詳しい日程は未定です。決

まりましたらホームページ

や 「広報やちょJでお知ら

せいたします。ぜひ，皆さ

ん応募されてみてはいかが

でしょうか。お待ちしてお

ります。(桑原将彦)

一度篤行鵠�  ( 
副会長の� l 

t 
薪藤さんは，平成� 4年� 4月米国への短期留学の経験

を生かし八千代市語学ボランテイアの会に登録して

活動を開始。平成� 5年， 日本語ボラ ンテイア養成講座

を受講後，� 3年間日本語教室「村上火曜会」の代表と

して日本語学習を支援してきました。平成� 8年に日本

語教室 「東南火曜会」の代表となり，通算18年間学習

指導を通して草の根の国際交流を続けています。平成� 

18年八千代市国際交流協会設立時に同協会副会長に就

一=三一=三一==一==一==一=三一=三一==一==一==一=一=三一=三一=三一==一==一==一=三一=三一=三一==一==一==一=三一=三一=三一=三一==一=三一=三一=三一=三一==一==一==一=三一=三一=三-=三一==一==一=三一=三一=三一=三一=呈一=三一=三一=三一=三一=三一=言一=三一=三一=三一=三一=三一=一=言一=三一=三一=呈一=一=呈一=三一=三一=三一三一=三一=言一=三一=三一=三一=三一=三一=言一==一=三一=三一=三一==一=三一=三一=三一三一=三一三一=三一==一三一=三一=三一=三一=呈一=言一==一=三一=三一=言一=言一=言一=一=三一=三一==一=呈一==一=三一=三一=三-=三一==一==一==一三一=三一==一==一=一三一三一三一=三一==一==一=三一=三-=E-=言-==一=三一=三一=三-=三一==一=言一==一=三一=三一=三-=言-==一=三一=三一=三一=三一=呈-==一=三一=三一=三一=三一=三-=圭一=三一=三一=三一=三一=三-=圭-==一=三一=三一=三-=三-=芸-=主一三一=三一=三-=三-=圭-=主一=三一=三-=三-=三一=三一==一=

ト、

=一 

などいろいろあります。

※犯罪者は「犯行の標的」のスキをうかが‘ってい

ます。自分のこと をじっと見ている人はいないか

周囲に気をつけましょう� 見知らぬ人から不審なO

行為をさ れた場合には，毅然と した態度で対応す

ることが必要です。

。ケース②「乗物の中でJ

バスの車内で集団に取り囲まれて，パスが揺れ

るたびに体に触れたり，乗客が乗り降りするたび

に押されたりして，後で気がついたら財布をすら

れていた。

。ケース① 『ショ ッピング申|こj

エスカレーターの降り口で，前に立っている人

がつまずいて立ち止まったので自分も立ち止ま

かすぐ後ろに立っていた人とぶつかった。後で

気がつくと財布がすられていた。

※パックや上着，ズボンのポケットなど，盗まれ

やすい所には，貴重品を保管しないようにし ま

しょう。また，乗物やデパー トなど人混みの中で，

体が不自然に押されたり触られたりしたとき は，

海外旅行の
トラブル回避って?
外務省でまとめている「海外邦人援護統計Jに

よると， 日本人が巻き込まれたトラブルの中で群

を抜いて多いのが.窃盗，強盗，詐欺などのいわ

ゆる財産犯による被害です。事件・事故の総件数

の4割近くを占めています。海外では，常に危険

と隣り合わせという 自覚を持って慎重に行動を 0 

0ケース① 『路上で』

ソフトクリームを食べながら歩いてきた人がぶ

つかってきて，服にクリ ームがついた。その人は

親切を装ってふき取ってくれたが，後で気がつく

とポケットから財布がすられていた。服につけら

れるのは，他にもペンキ，ケチャッ プ，マスター

一=言一==一三一=三一=言-=三一三一三一=三一=三一=三一=三一=三一三一=三一=三一=呈一==一=一=三一=三一=三一=三一=三一=三一=三-=呈一==一=言一==-=三一=三一=三一==一=一==一=三一=三-==-=三-==-==一=三-==-=三-=言-==一=三一=三一=三-=呈-==-=呈一==一=三一=呈-=呈-=言-==一=三一=三一=三-=呈-==-=-==一=三一=三-==一=-==一==一=三一=三一=三一==一==一==一三一=三一=三一=一==一三一=三一=三一==一==一==一=一=三一=三一=三一=三一==一三一=三一=三一=三一==一==一=一=三一=三一==一==一=一=三一=三一=三一==一==一==一==一=三一=三一=三一=言一==一三一=三一=三一=言一==一三一=三一=三一=三一=言一=三一三一=三一=三一=三一=言一==一==一=三一=三一=三一=三一==一==一=三一=三一==一==一==一==一=三一=三一=三一==一=三一==一==一=三一=三一=呈一==一==一=一=三一=三一==一==一==一三一=三一=三一==一==一=一=三一=三一=三一==一==一==一==一

任し現在も活躍中です。

編集後記� 

2011年3月111-1午後 2時46分，自城県沖でマグニ

チュード9.0という途方もない巨大な地民が発生でードい

私たちの住む八千代社iでは，京北地方ーのような被告はあ

りませんでしたが.íJ~ J主 5 強という大きさに改めて地震

の恐ろしさを感じた方も多かったことと思います 3 タイ

ラー市長のパーパラ・パスさんから来たお見舞いの手紙

では「タイラー市とタイラー市議会を代表して. 日本の

一 
すぐに所持品を確認しましょう。

大災害に対し日本国民と八千代市にお住ま いの背除に心

からお見舞いを� 111し上げます。タイラー市当局はタイラ一

市民に対して八千代市の名のもとに全ての援助を赤 卜字

社に直接提供するように求めましたc 八千代市の姉妹都

市としてこの災害時に|際し，私たちの心と祈りは常に八

千代-r-liと共にあることをどうぞ心に留めておいていただ

きたいと思います」という趣旨のことが占かれていまし

た3来年は提携20JfiJ年記念でタイラー市へ行きますc感謝

の気持ちは，忘れずに行きたいものですね。(三橋伸一郎)

一

~ロ宮山t占 八千代市国際交流協会では会員を募集中です。詳しくは事務局 l('~ NÞ'J.-r...c.};f#Ië ll へお問い合わせ目

玉貝雰呆叩ください。年会費は個人~円，家族mI!J!]円.学生lmmJ円.団体会員円と怒っています。 
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